
受入れ部署
局・部・グループ チーム・班・担当

1 SI P事務局

戦略的イノベーション
研究推進事務局

（勤務先：東京都千代田区神田相生町１
秋葉原センタープレイスビル４F）

SI Pスマート インフラマネジメ
ント システムの構築に関するプ
ロジェ クト マネジメ ント

SI Pの課題「 スマート インフラマネジメ ント システムの構築」 にお
いて、 PD・ PMと 一体と なり サブ課題のプロジェ クト マネジメ ント を
行う 。 産学官連携を図り 、 基礎研究から社会実装までを見据えた研
究開発を推進。

2 技術推進本部 先端技術

自動施工に関する技術開発（ 自
律施工技術基盤「 OPERA」 の開
発含む） と 、 現場適用に関する
研究

自動施工における協調・ 競争領域の整理や自律施工技術基盤
「 OPERA」 の機能向上等に関する研究， また自動施工の現場適応に
向けた課題整理と その解決方法等に関する研究を実施する。

3 技術推進本部 先端技術
災害初動対応に用いる無人化施
工の高度化に関する研究

災害時に人の立ち入ること ができない危険な箇所での応急復旧作業
に用いる無人化施工において、 初動対応時の直接目視による遠隔操
作やBI M/CI M活用など復旧対応の高度化に関する研究を実施する。

4 技術推進本部 先端技術
土木機械設備に関する維持管理
の効率化・ 高度化に関する研究

土木機械設備の維持管理の高度化や技術者を支援するため、 点検・
運用時におけるロボッ ト の活用、 異常検知や予兆検知のためのデジ
タ ルツイン、 生成AI の活用により 効率化・ 高度化する技術に関する
研究を実施する。

5 技術推進本部 先端技術
土木機械設備に関する信頼性向
上及び遠隔化・ 自動化・ 集中管
理に関する研究

土木機械設備の設計・ 運用に関し て、 災害時の信頼性を向上さ せる
技術、 担い手不足等に対応し た遠隔化・ 自動化技術、 広域的な集中
管理・ 一元監視技術に関する研究を実施する。

6 技術推進本部 先端技術
インフラ管理システムの高度
化・省力化・効率化に関する研究

道路、 河川等のインフラを管理するために必要な情報・ 電気通信関
連のシステム（ CCTV、 照明、 管理・ 監視システム等） について、 生
成AI 等の最新技術を用いた施設管理の高度化・ 省力化・ 効率化に関
する研究を実施する。

7 地質・ 地盤 地質
道路斜面災害危険箇所の抽出・
評価手法に関する研究

科学的な道路斜面防災を目的と し て、 豪雨・ 地震等による災害事
例、 防災点検・ カルテ点検データ 、 Ｌ Ｐ データ 、 雨量データ 等を調
査・ 分析し 、 危険箇所抽出手法、 点検・ 維持管理・ 対策手法の改良
点等を検討する。

8 地質・ 地盤 地質
物理探査による土工構造物内部
の調査に関する研究

盛土や斜面等の土工構造物の効率的な維持管理に必要な、 地下水や
S波速度の分布に関し 、 物理探査（ GPR、弾性波、比抵抗） を用いた
調査手法の開発やその適用方法の検討を行う 。

9 地質・ 地盤 地質
光ファ イバを用いた道路盛土や
河川堤防の地盤調査に関する研
究

道路盛土や河川堤防の経年劣化を効率的に把握するため、 光ファ イ
バーによる地盤振動測定（ 分布型音響センシング： DAS） を用い
た、 地盤のS波速度の経年変化を捉える手法の開発やその適用方法
を検討する。

10 地質・ 地盤 地質
地質・ 地盤リ スクマネジメ ント
に関する研究

地質・ 地盤リ スクマネジメ ント 手法の構築に向け、 地質・ 地盤に関
するリ スク事例（ 例えば斜面変動や軟弱地盤等に関する例） の分析
等を行う こと により 、 地質・ 地盤リ スクの特定方法や対応等につい
て検討する。

11 地質・ 地盤 地質
自然由来重金属等含有岩石の有
効利用に関する研究

環境負荷低減を必要と する建設発生土の有効利用にあたり 、 酸性水
の発生や重金属等の溶出特性評価に関する地質学的検討を行う 。

12 地質・ 地盤 地質 ダム等の岩盤評価に関する研究
ダム事業等における岩盤強度評価について、 効率的な評価を可能と
するための調査・ 評価手法について検討する。

13 地質・ 地盤 地質
貯水池地すべり の安定性評価に
関する研究

貯水池周辺地すべり の安定性について、 地下水位推定、 地質構造の
分析等により 評価する手法を検討する。

15 地質・ 地盤 土質・振動
切土のり 面における地質・ 地盤
リ スクマネジメ ント に関する技
術開発

切土のり 面における地質・ 地盤リ スクに対応し たマネジメ ント 手法
の技術開発のため、 衛星活用、 資料調査、 現地調査、 数値解析等を
行う と と もに、 研究成果の技術基準類への反映や、 国や自治体への
技術的支援を行う 。

16 地質・ 地盤 土質・振動
高品質な盛土の整備・ 効率的な
点検技術に関する技術開発

大規模地震や豪雨に強い高品質な道路盛土の整備及び対策技術、 衛
星等を活用し た盛土の点検の高度化に資するため、 現地調査、 模型
実験、 解析等により 技術開発を行い、 技術基準類への反映や、 国や
自治体への技術的支援等を行う 。

17 地質・ 地盤 土質・振動
液状化に関する地盤調査法およ
び構造物への影響評価法に関す
る研究

液状化判定法の高度化を図るための原位置液状化試験法の開発を行
う と と もに、 各種構造物に対する合理的な液状化の影響評価のため
の室内試験データ 分析および数値解析手法について検討を行う 。

18 地質・ 地盤 施工技術
グラウンド アンカーの特性を考
慮し た維持管理手法に関する研
究

道路土工構造物の設計、 点検、 維持管理の手法の充実が求められて
いる。 本課題では、 斜面安定のためのグラウンド アンカーの不確実
性を考慮し た設計手法、 効率的な点検、 維持管理手法について研究
を行う 。

19 地質・ 地盤 施工技術
軟弱地盤対策等における調査、
設計、 施工、 維持管理手法に関
する研究

地質・ 地盤リ スクを考慮し た土工構造物の調査、 設計、 施工、 維持
管理手法の体系化が求められている。 本課題では、 軟弱地盤対策に
おける不確実性の評価・ 低減手法と 、 施工品質向上手法について検
討を行う 。

20 地質・ 地盤 施工技術
道路排水施設の設計、 施工、 維
持管理手法に関する研究

豪雨等に対し ても道路の交通機能を確保するため、 排水対策の合理
化が求められている。 本課題では、 排水施設等の効果、 適用条件を
明確化し 、 地形条件を考慮し た排水施設等の配置や構造形式に関す
る検討を行う 。

21 地質・ 地盤 施工技術
石灰系固化材による改良土で構
築する道路盛土の設計手法に関
する研究

令和6年能登半島地震での被災を受け、本課題では、石灰系固化材によ
る改良土で構築する道路盛土の設計手法の提案、 及び多種多様な石
灰系固化材の強度発現メ カニズムの分析を行う 。 盛土工指針の充実
の検討も行う 。

22 地質・ 地盤 施工技術
道路の擁壁、 補強土壁等の調
査、 設計、 施工、 維持管理の手
法に関する研究

コンクリ ート 擁壁(ブロッ ク積含) 、 補強土壁等を対象に、 設計で考
慮する状態の整理、 前提条件の明確化により 、 性能評価手法を開発
する。 土工基準の改定を受け、 擁壁工指針の記載内容の充実の検討
も行う 。

23 地質・ 地盤 施工技術
道路土工構造物の不確実性を考
慮し たマネジメ ント 手法に関す
る研究

道路土工構造物は多様で不確実性（ リ スク ） が大きい特性を考慮
し 、 調査、 設計、 施工、 維持管理全般にわたるマネジメ ント 手法の
開発、 実務への適用の研究を行う 。 土工基準の改定を受け指針類の
記載内容の検討も行う 。

24 流域水環境 流域生態
生態系ネッ ト ワークを支える河
川環境の保全・ 再生手法に関す
る研究

生物多様性や水環境の保全に重要な水生・ 湿生植物の生育環境と な
る河川のワンド ・ たまり 等を対象と し て、 現地調査や遺伝的多様性
等の評価・ 設計・ 保全手法について研究を行う 。
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14 地質・ 地盤 土質・振動
河川構造物の越流・ 浸透・ 耐
震・ 維持管理に関する研究

河川構造物の越流・ 浸透・ 耐震・ 維持管理に係る基準改定に資する
ため、 被災箇所調査や模型実験、 試験、 解析、 試設計、 技術相談・
行政と の意見交換等のアプローチから、 技術開発を行う 。
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25 流域水環境 流域生態
地域の魅力を高める水辺空間形
成に関する研究

かわまちづく り 等を対象と し て、 水辺利用のモニタ リ ング・ 評価手
法の改良に取り 組むと と もに、 利用実態から空間の課題や魅力を把
握し 、 計画・ 設計等へ活用する方策について研究を行う 。

26 流域水環境 流域生態
治水と 環境の両立を目指し た河
道管理技術に関する研究

河道内の植生や物理環境を対象と し て、 樹林化対策や衛星画像等を
活用し た環境把握技術を通じ 、 河川管理の現場における効率的な河
道管理技術について研究を行う 。

27 流域水環境 流域生態
河川管理における環境DNAの調
査技術の実務利用・ 標準化に関
する研究

河川管理における環境DNAの利用（ 河川水辺の国勢調査等） や魚類
以外の分類群への適用を対象と し て、 実務上の技術的課題の解決や
調査技術の標準化に資する研究を行う 。

28 流域水環境 水質
水環境中の化学物質のモニタ リ
ング手法の効率化に関する研究

水環境中の化学物質の効率的なモニタ リ ングのため、 高速液体クロ
マト グラフ質量分析計等による一斉分析技術の下水・ 河川試料等へ
の適用について調査・ 検討を行う 。

29 流域水環境 水質
水環境中のウイルス等の病原微
生物の監視・ 制御技術に関する
研究

下水等に存在するウイルスや細菌等について、 遺伝子情報等を活用
し た効率的な監視方法や消毒技術に関する調査・ 研究を行う 。

30 流域水環境 水質
水環境監視における画像解析技
術、 リ モート センシング、 ド
ローン等の活用に関する研究

水環境監視で課題と なるアオコ等の発生状況の効率的監視や予測の
ための、 画像解析技術、 リ モート センシングやド ローン、 センサー
等の活用方策や機械学習による予測手法を調査・ 研究する。

31 流域水環境 水質
流域規模での栄養塩管理技術に
関する研究

下水処理場における安定的な栄養塩供給運転及び放流先への影響を
踏まえた適切な目標水質設定に関し て調査・ 研究する。

32 流域水環境 水質
微生物情報を活用し た下水管
きょ の劣化・ 腐食診断技術に関
する研究

下水管きょ の微生物情報を活用し た劣化・ 腐食診断技術及び維持管
理手法についての調査・ 研究を行う 。

33 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

河川における環境目標の設定と
実現に向けた予測技術の開発に
関する研究

河川水辺の国勢調査や衛星・ 航空写真、 ALB、 環境DNA等のデータ を
活用し 、 機械学習関連の技術を導入すること で河川環境の把握と 評
価、 さ らには環境目標の立案や予測技術について研究を進める。

34 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

気候変動を見据えた流量の変動
管理手法に関する研究

渇水を中心に流量の変動性がもつ生物多様性への影響を解明すると
と もに、 気候変動による渇水の深刻化を見据えた上での流量管理手
法の提案を行う 。

35 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

半自動化による河道設計の迅速
化に関する技術開発

機械学習などのAI 技術、 ALB（ 航空レーザ測深） 、 i RI Cソフ ト ウェ
アなどを用い、 河道地形の半自動化設計に関する技術開発を進め、
設計の迅速化や治水と 環境の同時評価についての検討を行う 。

36 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

ダム下流における流量変化が付
着藻類・ 底生動物・ 魚類に及ぼ
す影響の予測技術に関する研究

ダム下流を対象に流量変化が付着藻類に及ぼす影響を予測し 、 食物
連鎖を介し て底生動物・ 魚類への波及効果についての検討を行う 。

37 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

河川景観に馴染む護岸ブロッ ク
の評価手法に関する技術開発

周辺環境と の調和を目指し た護岸ブロッ クの評価手法と 、 仮想現実
（ VR） などの活用による景観と の調和に関する判定などについて検
討を行う 。

38 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

流域総合水管理に資する生物多
様性の評価と グリ ーンインフラ
の導入に関する研究

生物多様性の向上に貢献する遊水地に関する検討や、 流域総合水管
理（ 流域治水） を進めるう えで生物多様性と 治水の両方に貢献する
グリ ーンインフラについて検討を行う 。

39 流域水環境
自然共生研究センター

（勤務先：岐阜県各務原市川島笠田町官
有地無番地）

河川地形データ を活用し た河川
環境の評価手法の開発に関する
研究

蓄積さ れた河川地形と 航空写真に関するデータ を活用し 、 河道特性
に応じ た河川環境の変化（ 再堆積・ 二極化・ ワンド の消失・ 瀬淵の
変化） を評価する手法の開発を行う 。

40 河道保全 水工
ダム貯水地内堆砂管理手法の開
発

ダムの堆砂の新たな計測手法や計測機器を用いたダム現場での堆積
土質の把握技術、 堆砂の新たな輸送手法や除去技術、 排砂手法に関
する各研究開発

41 河道保全 水工
ダム水理構造物の設計における
3次元数値解析活用手法に関す
る研究

新たな放流設備（ 洪水吐き、 導流壁、 減勢工） の検討に加え、 数値
解析手法と 併用し てこれらの複雑な３ 次元流れを適切に表現するダ
ム水理構造の設計最適化・ 効率化に向けた水理設計の研究開発

42 河道保全 水工
ダム堆砂の下流還元およびその
影響評価手法の開発

ダム堆砂を下流に還元し た場合の下流河道への影響・ 効果を従来型
の河床変動計算に代わってAI により 迅速に推定・ 評価する手法の研
究開発

43 河道保全 水工
河川橋梁橋脚の洗掘現象を対象
と し た点検・ 診断に関する研究

道路橋、 鉄道橋の洗掘被害予防を目的と し 、 現地データ や水理実験
等により 下記検討を行う 。
・ 過去の洗掘被災事例のメ カニズム推定
・ 粒度分布を考慮し た橋脚の局所洗掘深の推定式作成

44 河道保全 水工
土砂バイパスト ンネル内の土砂
流下によるコンクリ ート 損傷対
策技術に関する研究

土砂バイパスト ンネル内の土砂流下による水路損傷を抑制する横断
面形状（ V字型水路）について水理実験により 下記検討を行う 。
・ 水平水路と 比較し た場合の損傷量低減効果の定量化
・ 土砂流下能力の評価

45 河道保全 水工
河道二極化対策の効果の評価手
法に関する研究

河道二極化を緩和・ 解消する対策（ 土砂投入、 樹木伐採） の効果を
定量的に評価するため、 対象河川（ 木曽川） の河道特性分析、 河床
変動計算方法及び計算精度を検証するための計測について研究す
る。

46 河道保全 河道監視・水文
流域治水対策の評価のための降
雨流出・ 洪水伝播モデル改良に
関する研究

支川における流域治水対策による流量低下量と その位置・ 時刻を明
らかにするための、 土壌水分量やリ モセンデータ なども活用し た降
雨流出・ 洪水伝播モデルの作成・ 検証・ 改良

47 河道保全 河道監視・水文
非接触型流量観測手法の表面流
速係数設定に関する研究

観測所の地形・ 水理特性・ 風特性に応じ た表面流速係数・ 風補正係
数を設定するための、 3次元乱流モデルを用いた流量観測所周辺流
れの平面・ 鉛直分布の再現

48 土砂管理 火山・土石流
大規模噴火による長期にわたる
広域降灰時の土石流影響評価に
関する研究

広域降灰後の土石流影響評価のため、 火山泥流の発生・ 流下・ 堆積
に関する実験、 現地観測、 理論、 数値解析による研究を行う 。
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49 土砂管理 火山・土石流
火砕物の堆積厚が斜面の浸透能
に及ぼす影響に関する研究

国交省による緊急調査の実施判断基準の設定等に必要と なる、 火砕
物の堆積厚が斜面の浸透能低下に及ぼす影響について研究を行う 。

50 土砂管理 火山・土石流
砂防施設の致命的な損傷対策手
法に関する研究

砂防施設の水叩きの摩耗損傷、 河床低下による基礎地盤流出および
応急対策施設の破壊等の観点から、 設計段階・ 維持管理段階におい
て防止・ 遅延さ せる対策手法を研究する。

51 土砂管理 火山・土石流
小粒径の土砂流出を捕捉する透
過型砂防堰堤に関する研究

小粒径の土砂流出を効率的に捕捉可能な透過部の構造の設定等に必
要と なる、 現地調査・ 事例整理・ 水理模型実験等による研究を行
う 。

52 土砂管理 地すべり
予防的対策のための潜在的な地
すべり の危険性評価に関する研
究

気候変動や大規模地震によって崩壊性地すべり や大規模地すべり の
発生が想定さ れること から、 危険箇所抽出手法及び移動土塊の到達
範囲推定手法、 対策計画の立案手法等に関する研究開発を行う 。

53 土砂管理 地すべり
地すべり 災害時の緊急対応の高
度化に関する研究

地すべり 災害時の緊急対応の迅速化・ 効率化を図るため、 BI M/CI M
等のデジタ ル技術を活用し た状況把握や被災範囲予測、 緊急対策計
画の検討手法等に関する研究開発を行う 。

54 土砂管理 地すべり
地すべり 対策計画及び対策工設
計の高度化に関する研究

数値解析等の活用による地すべり 対策計画の立案手法の高度化、 地
すべり 防止施設の本格的な性能規定化に向けた地すべり 防止施設の
要求性能の明確化、 限界状態設計、 信頼性設計等に関する研究開発
を行う 。

55 道路技術 舗装
舗装構造の健全性に着目し た点
検技術の精度向上等に関する研
究

舗装のたわみ量を効率的に測定可能な「 移動式たわみ測定装置
(MWD) 」 の精度向上に関する検討を実施する。 また、 MWDに加え電磁
波レーダや路面性状測定装置による測定データ も併せた舗装点検手
法の検討を行う 。

56 道路技術 舗装
コンクリ ート 舗装の長寿命化に
向けた目地部等の設計法の合理
化に関する研究

コンクリ ート 舗装の弱点である目地部等を強化し 、 更なる長寿命化
を実現するため、 既存の設計法に関するレビューを行い、 現地調
査、 数値解析、 実大試験等を駆使し てより 合理的な目地部の設計法
を検討し 、 提案する。

57 道路技術 舗装
舗装の損傷原因に応じ た長寿命
設計・ 更新技術に関する研究

実大規模の促進載荷試験や数値解析、 経済性分析等を通じ て、 水の
浸入に起因する舗装の早期劣化メ カニズムや損傷範囲を解明すると
と もに、 早期劣化の再発を回避するためのより 合理的な舗装設計法
を検討する。

58 道路技術 舗装
アスファ ルト 舗装における理論
的構造設計手法の現場実装に向
けた研究

わが国のアスファ ルト 舗装は経験的手法により 構造設計さ れること
が多く 、 新技術が採用さ れにく いと いう 課題があること から、 現場
実装が可能であり 、 新技術にも対応可能な理論的構造設計手法を検
討する。

59 道路技術 舗装
社会構造の変化に対応し た新し
い舗装再生技術の開発

技術基準類等への反映に向けて、 重交通用の舗装再生技術（ 再生改
質混合物） の混合物性状の解明や配合設計方法の開発等に関する検
討を行う 。

60 道路技術 舗装
脱炭素社会の実現に向けた低炭
素舗装技術に関する研究

カーボンニュート ラル実現に向けて、 アスファ ルト 代替材料や低炭
素舗装技術等の環境負荷軽減効果の評価方法や実道への適用性に関
する検討を行う 。

61 道路技術 トンネル
既設ト ンネルの対策工の耐荷力
特性等の評価手法に関する研究

既設ト ンネルの対策工に関する力学的挙動や耐久性等のメ カニズム
を明らかにすると と もに、 それらの設計・ 施工・ 維持管理における
留意点や耐荷力の評価手法について検討する。

62 道路技術 トンネル
施工時データ および点群データ
等を活用し たト ンネル維持管理
の合理化に関する研究

山岳ト ンネルまたはシールド ト ンネルの施工時データ や点群データ
等を整理し 、 供用開始後に発生し た変状の実態と の関連性について
分析するなど、 合理的な維持管理に有用と 考えられる情報について
検討する。

63 道路技術 トンネル
山岳ト ンネルの膨張性地山にお
ける支保工の設計に関する研究

文献調査、 現場計測データ 分析、 数値解析等により 、 膨張性地山に
おける支保工の合理的な設計手法について検討する。

64 道路技術 トンネル
既設ト ンネルの外力性の変状の
診断に関する研究

ト ンネルの診断精度向上のため、 進行性があり 、 対策が遅れると ト
ンネルが致命的な状態になり 得る外力性変状に着目し 、 変状の進展
を事例分析、 解析、 実験等により 解明すると と もに、 点検・ 診断上
の留意点を取り まと める。

65 道路技術 トンネル
山岳ト ンネルの施工時データ を
活用し たリ スク評価による診断
の合理化に関する研究

維持管理における診断精度の向上に向け、 数値解析、 模型実験、 施
工時データ の分析等により 、 ト ンネルの設計･施工時点で考慮すべ
き情報の分析等を行う こと で、 変状発生リ スクの評価手法について
検討する。

66 道路技術 トンネル
山岳ト ンネルの補助工法の設計
手法に関する研究

数値解析、 模型実験、 現地計測等により 、 脚部沈下や地表面沈下等
の発生メ カニズムおよび対策工と し ての補助工法の効果発現メ カニ
ズムを明らかにし 、 設計手法を構築する。

67 道路技術 トンネル
山岳ト ンネル施工時の合理的な
支保選定に関する研究

山岳ト ンネルの施工時データ を、 数値解析および模型実験結果等に
より 分析すること で、 山岳ト ンネルの施工時の支保をより 合理的に
選定する手法について検討する。

68 水災害 水災害
民間企業における防災投資促進
のためのリ スクコミ ュニケー
ショ ン手法の開発

民間企業の経営意思決定プロセスについて分析し 、 気候変動に伴う
洪水等の水災害リ スク上昇に対する自社防災の投資行動を促すため
のリ スクコミ ュニケーショ ン手法を開発する。

69 水災害 水災害
仮想洪水体験システムを用いた
リ スクコミ ュニケーショ ン手法
の開発

仮想洪水体験システムにメ タ バース技術を適用し 、 避難訓練ゲーム
を用いた洪水学習等のリ スクコミ ュニケーショ ン手法を開発する。
その際、 体験会等を通じ て住民等の避難行動に際し ての心理プロセ
スも分析する。

70 水災害 水災害
不確実性を付し た洪水予測情報
発信手法の開発

洪水時の意思決定支援を目的と し て、 洪水予測情報と と もにその不
確実性を発信する手法を開発する。 それに伴い予測情報の受け手側
が可能と なる適時判断や対応行動を明らかにし 、 創出さ れる社会的
便益を分析する。

71 水災害 水災害
海外における気候変動適応策お
よび水災害レジリ エンス強化策
の実装

アジアやアフリ カ地域において知の統合システムの開発やファ シリ
テータ ーの育成、 水災害ガバナンスの形成について現地実務者と 協
働すること で気候変動適応策の実装や水災害レジリ エンスの強化を
推進する。

72 水災害 水災害
流域治水の計画策定支援技術の
開発

流域治水の計画策定を支援する技術と し て、 将来の気候条件や都市
排水・ 流域対策等を考慮できるよう 洪水氾濫モデルの改良を行う 。
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73 水災害 水災害
洪水予測に基づく 既設ダム等の
治水機能の強化・ 発現技術の開
発

水・ エネルギー収支と 融雪過程を考慮し た分布型流出モデルと アン
サンブル予測降雨を用いたダムの治水・ 利水機能のための効率的運
用手法の開発を行う 。

74 水災害 水災害
中山間地中小河川、 土砂・ 流
木・ 洪水氾濫、 ハザード 評価手
法の開発

土砂水理モデルを用いて、 中山間地河川の土砂動態や流木の挙動を
シミ ュレーショ ンすること により 、 河川流域の様々な課題に適用可
能な土砂・ 流木・ 洪水氾濫等ハザード 評価手法を開発する。

75 水災害 水災害

降水予測と 水循環モデルを統合
し た治水～平時～渇水がシーム
レスに表現できる水資源管理シ
ステムの開発研究

降水予測や水循環モデルを活用し 、 治水から平時、 渇水までを対象
と し た流域総合水管理を支援する水資源管理システムを開発する。

76 橋梁構造 管理システム・下部構造担当（基礎班）
橋台及びアプローチ部の耐震性
強化技術に関する研究

橋台の耐震性強化を図るため， 橋台の背面にあるアプローチ部を含
めた周辺地盤と 橋台の地震時における相互作用特性を明らかにする
と と もに， 実用的な応答評価手法， 限界状態についての研究を行
う 。

77 橋梁構造 管理システム・下部構造担当（基礎班）
地盤改良工法の要求性能に対す
る評価手法に関する研究

道路橋基礎の耐震補強に各種地盤改良工法を適用する上での要求性
能を明らかにするために， 地盤改良部を含む地盤と 基礎と の相互作
用特性、 外的・ 内的安定、 動的応答特性等についての研究を行う 。

78 橋梁構造 管理システム・下部構造担当（基礎班）
河川洗掘に対応し た橋梁下部構
造の予防保全メ ンテナンスに関
する研究

洗掘に対する橋梁基礎の予防保全に資する， 洗掘状態把握手法の提
案， 並びに橋の状態の診断と 洗掘抑制対策法についての研究を行
う 。

79 橋梁構造 管理システム・下部構造担当（基礎班）
コンクリ ート 構造の合理的設計
法に関する研究

橋脚躯体部を対象と し たコンクリ ート ラーメ ン隅角部の限界状態と
これを代表する特性値等の提案に関する研究を行う 。

80 橋梁構造 管理システム・下部構造担当（基礎班）
既設下部構造部材の要求性能に
対する評価手法に関する研究

既設道路橋杭基礎の補強を念頭においた既設部材自体や， 既設部と
新設部を一体化し た部材の耐荷性能の評価に関わる限界状態と これ
を代表する特性値等の提案に関する研究を行う 。

81 橋梁構造 管理システム・下部構造担当（基礎班）
道路橋下部構造の設計及び施工
に関する実態調査

道路橋の設計， 施工(その前提の維持管理等含む） について， アン
ケート 調査等により 現場実態を把握すると と もに， その結果から所
要の性能を供用中に確保するために今後解決すべき課題の調査分析
を行う 。

82 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
リ スクマネジメ ント に基づく 道
路橋のレジリ エンス技術に関す
る研究

道路橋の耐震設計には、 作用、 応答推定、 抵抗の各部分に不確定性
があること を踏まえて、 様々なリ スク要因への対策を総合的にマネ
ジメ ント するための体系的な検討と 対策技術の開発を行う 。

83 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
設置条件を踏まえた制震ダン
パーの評価手法に関する研究

制震ダンパー取付部を含む加振実験をもと に、 取付部の構造細目や
ダンパー設置方法等による制震ダンパーの抵抗力やその他部材の応
答への影響を検討し 、 制震ダンパーを用いた道路橋の耐震設計法の
確立を目指す。

84 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
地震後の道路橋の緊急措置判断
に資する生成AI の開発

地震後及び常時の道路橋点検・ 診断等に資する生成AI の開発に向
け、 様々なLLMの学習に使用できるデータ セッ ト の構築を行い、 併
せて、 ハルシネーショ ンを抑制するための監視機構の構築を行う 。

85 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
鋼製支承の予防保全型メ ンテナ
ンスに関する研究

過年度実施し た鋼製支承可動部の腐食促進試験の再現解析を行い、
鋼製支承可動部の腐食に関する予防保全型メ ンテナンスの実現のた
めに、 点検の方法、 タ イミ ング、 診断方法を提案する。

86 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
損傷制御を考慮し た橋梁の耐震
補強方法に関する研究

大規模地震に対する道路橋の耐震補強において、 一定の損傷を許容
する設計方法を前提に、 その損傷箇所や損傷モード 等による地震後
の点検や機能回復の難易度を考慮し 、 それらを制御するための方法
を提案する。

87 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
積層ゴム支承の性能確認試験方
法に関する研究

積層ゴム支承を対象に性能確認のための試験方法の提案を行う ため
に、 実支承の挙動を模擬する方法、 製造環境を模擬する方法、 及び
品質管理方法等について、 実験および解析に基づいて検討を行う 。

88 橋梁構造 補修技術・耐震技術担当（耐震班）
上部構造の塑性化を考慮し た耐
震設計法に関する研究

上部構造の塑性化を考慮し た耐震設計において、 橋梁形式や塑性化
を考慮する部材に応じ た適切なモデル化方法及び塑性化による全体
応答への影響を検討すると と もに、 設計上の留意点を整理し 応答推
定方法を提案する。

89 橋梁構造 予測評価・上部構造担当（鋼橋班）
環境作用及び持続荷重を受ける
鋼部材の耐久性設計の部分係数
化に関する研究

耐候性鋼材の実橋環境条件データ を収集・ 分析し 耐久性設計の部分
係数化に向けた検討を行う 。 また、 実橋等からケーブル部材の疲労
及び腐食に関するデータ を収集・ 分析し 、 耐久性能の信頼性評価を
行う 。

90 橋梁構造 検査技術・コンクリート構造物担当（コンクリート班）
コンクリ ート 橋の塩害に対する
予防保全型メ ンテナンスに関す
る研究

コンクリ ート 橋の塩害の予防保全型メ ンテナンスの実現に向け、 コ
ンクリ ート 表面や内部の塩分濃度を計測する非破壊・ 微破壊技術、
塩害と ASRの複合劣化のメ カニズムや措置方法等について検討す
る。

91 橋梁構造 検査技術・コンクリート構造物担当（コンクリート班）
RC床版の土砂化に対する予防保
全型メ ンテナンスに関する研究

RC床版の土砂化の予防保全型メ ンテナンスの実現に向け、 撤去部材
を活用し た土砂化メ カニズムの検討、 土砂化が生じ た床版の措置方
法の提案等を行う 。

92 橋梁構造 検査技術・コンクリート構造物担当（コンクリート班）
塩害による損傷を受けたコンク
リ ート 橋の外ケーブル工法によ
る補強設計法に関する研究

塩害による損傷を受けたコンクリ ート 橋の外ケーブル工法による補
強設計の確立に向け、 限界状態設計法・ 部分係数法に用いる工学的
指標を提案するために、 載荷実験等により 耐荷性能の検討を行う 。

93 橋梁構造 検査技術・コンクリート構造物担当（コンクリート班）
コンクリ ート 橋の桁端部の予防
保全的塩害対策に関する研究

コンクリ ート 橋上部構造の桁端部の予防保全型メ ンテナンスの実現
に向け、 桁端部の塩害対策の実施状況や要求性能の整理、 実橋調査
等を行い、 桁端部への塩害対策の適用方法を検討する。

94 橋梁構造 検査技術・コンクリート構造物担当（コンクリート班）
FRPシート 接着さ れたコンク
リ ート 橋の限界状態設計法に関
する研究

FRPシートを用いた補修・ 補強を合理的なものと するため、 限界状態設
計法・ 部分係数法に基づく 設計の確立に向けた検討を行う 。

95 橋梁構造 検査技術・コンクリート構造物担当（コンクリート班）
コンクリ ート 構造接合部の合理
的設計法に関する研究

コンクリ ート 構造物の接合部を合理的に設計するため、 限界状態設
計法・ 部分係数法に基づく 設計の確立に向けた検討を行う 。

96 材料資源 資源循環担当
下水道材料の劣化メ カニズム及
び耐久性評価に関する研究

下水処理施設等のコンクリ ート 及びその防食材料について、 化学的
な劣化や耐久性評価方法等に関する研究を行う 。 また下水管の劣化
対策の工法・ 材料等について、 利用環境の影響や耐久性評価等に関
する研究を行う 。
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97 材料資源 資源循環担当
下水処理場における資源活用の
拡大及び脱炭素化手法に関する
研究

下水処理場内での下水汚泥、 地域バイオマス、 下水中の有機物等の
資源の有効利用、 利用拡大の障害と なり う る要因の除去、 処理場の
脱炭素化手法等に関する研究を行う 。

98 材料資源 汎用材料担当
コンクリ ート 構造物がおかれる
塩害環境の評価に関する研究

コンクリ ート 構造物が受ける飛来塩分に対する， 風況・ 波浪等の気
象条件の影響， 構造物の位置や形状の影響を分析するなど， 塩害環
境の評価に関する研究を行う 。

99 材料資源 汎用材料担当
コンクリ ート 構造物のアルカリ
骨材反応抑制対策の信頼性評価
に関する研究

アルカリ シリ カ反応に関する定期点検結果の分析や， 長期暴露試験
の分析を通じ て， アルカリ シリ カ反応抑制対策の信頼性の評価に関
する研究を行う 。

100 材料資源 汎用材料担当
コンクリ ート 構造物の予防保全
型メ ンテナンスに関する研究

RC床版の土砂化の進行性調査手法及び補修方法， コンクリ ート 構造
物の塩害の早期検知など， コンクリ ート 構造物の調査技術， 対策技
術に関する研究を行う 。

101 材料資源 汎用材料担当
樋門等河川構造物のメ ンテナン
スサイクル構築に関する研究

樋門等の点検データ から損傷原因を分析し ， 対策の要否・ 選定手法
を整理し て， 点検結果に基づく 診断を補助するエキスパート システ
ム構築や， 水の影響排除が困難なコンクリ ート 部材の補修技術に関
する研究を行う 。

102 材料資源 汎用材料担当
コンクリ ート の土砂や水流によ
るすり 減り に関する研究

ダム構造物の排砂設備や砂防堰堤等で見られるコンクリ ート のすり
減り について， メ カニズムや評価試験方法に関する研究を行う 。

103 材料資源 汎用材料担当
未利用資源のコンクリ ート への
利用促進に関する研究

世界的な骨材（ 特に細骨材） の不足に対応するため， 再生骨材， ス
ラグ骨材の混合による利活用拡大方法の提案に関する研究を行う 。

104 材料資源 先端材料・高度化担当
舗装用アスファ ルト の代替材料
に関する研究

舗装用アスファ ルト の代替材料の性状評価や再生技術への適用性検
討、 代替材料の二酸化炭素排出量削減効果の評価方法の開発を行
い、 カーボンニュート ラルの実現に向けた舗装材料に関する研究を
行う 。

105 材料資源 先端材料・高度化担当
社会構造の変化に対応し た舗装
再生技術に関する研究

重交通路線等に対応し た再生アスファ ルト の性状評価や、 プラント
減少に対応し た舗装再生技術の評価方法、 長期耐久性などに関する
研究を行う 。

106 材料資源 先端材料・高度化担当
舗装の水浸破損対策の工法・ 材
料に関する研究

舗装の水浸破損対策の研究と し て、 浸透水の調査法、 目地やひび割
れの止水技術、 層間接着材料、 剥離抵抗性に優れた舗装材などの調
査研究を行う 。

107 材料資源 先端材料・高度化担当
コンクリ ート 構造物の補修・ 補
強材料に関する研究

連続繊維シート 補強材、 粘着シート 補修材などによるコンクリ ート
補修・ 補強材料について、 性能評価、 耐久性などに関する研究を行
う 。

108 材料資源 先端材料・高度化担当
橋梁の新し い防食塗料に関する
研究

水性塗料や無機系塗料等の新し い防食塗料について、 鋼橋塗装への
適用性を評価するための試験評価方法の研究や、 現場施工性の改善
に向けた技術開発等に取り 組む。

109 材料資源 先端材料・高度化担当
環境作用を受ける鋼橋防食材料
の耐久性設計に関する研究

塗装等の鋼橋防食材料を対象に， 実環境における経年劣化や環境因
子等のデータ を収集・ 分析し ， 耐久性能の照査方法構築に向けた検
討を行う 。

募集課題　合計１０９課題
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